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塩害を受けたコンクリート

構造物の耐荷性能



内 容

１．塩害を受けたＲＣ桁の耐荷性能

２．塩害を受けたＰＣ桁の耐荷性能

３．塩害を受けたＰＣ橋の耐荷性能

４．まとめ
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きょ

１．塩害を受けたＲＣ桁の耐荷性能

検討内容

１）載荷実験

２）内部鉄筋の腐食状態の

詳細調査

３）FEM解析
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実橋梁から切り出したＲＣ桁の
実験室への搬入状況
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中桁 外桁

海側山側

劣化大劣化小

腐食RC桁の概要

１）載荷実験
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(中桁の外観) (外桁の外観)

劣化状況
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試験体概要
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載荷終了時の中桁の外観
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２）内部鉄筋の腐食状態の詳細調査
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【ATENA2D】

鉄筋単体としてモデル化

３）ＦＥＭ解析
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PC桁（歩道橋）

２．塩害を受けたＰＣ桁の耐荷性能

検討内容

１）載荷実験

２）内部PC鋼線の腐食状態の詳細調査

３）FEM解析
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プレテンションPC桁の
ひび割れ状況
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破壊形状
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B 桁

( せん断破壊 )
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50 cm 間隔で切断

２）内部PC鋼線の腐食状態の詳細調査
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コンクリートを破砕して

取り出した PC 鋼線
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A桁+4.0～+4.5mのPC鋼材破断状況
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PC 鋼線

PC 鋼線は消失

FEM モデル (ATENA3D)

３）ＦＥＭ解析
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３．塩害を受けたＰＣ橋の耐荷性能

検討内容

１）PC鋼材の腐食状況

２）トラック荷重による載荷試験とＦＥＭ解析

３）ジャッキ荷重による載荷試験とＦＥＭ解析
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１）PC鋼材の腐食状況

第1径間 第4径間第2径間 第3径間

81

9本破断 6本破断 7本破断

23 50 99

2009年
PCケーブルの破断を発見

約1200ヶ所の調査 22本のPCケーブル破断を確認
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PC鋼材の腐食状況（詳細）

張出ケーブル

連続ケーブル
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1回
2回
1回
1回

第1径間 第4径間

２）トラック荷重による載荷試験とFEM解析

20トンダンプトラック６台

クラックゲージ

ひずみゲージダイアルゲージ
ダイアルゲージ

第1径間: 損傷が著しい
第4径間: 損傷は軽微

セグメントの番号
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PCケーブルの応力－ひずみ関係

物性値は道路橋示方書に準拠。
H21調査結果を踏まえ、

・ケーブルの腐食
・ケーブルの破断
・グラウト有無

を解析に考慮。

解析ソフト ⇒ ATENA-3D
解析モデル ⇒ 橋梁全長を3次元ソリッド要素

解析モデル
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PCケーブルの腐食進行
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死荷重でのたわみの経年変化量
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３７/４４



ＰＣケーブルの破断本数と桁のたわみ増分
（死荷重のみの場合のＦＥＭ解析結果）
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連続ケーブル 60本
張出ケーブル 88本
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国交省のプロジェクト（CART：R3～R4）で採択され、田中泰司 教授
（金沢工業大学）のリーダーシップの下で実施

３）ジャッキ荷重による載荷試験とFEM解析
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桁変位の計測
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４．まとめ

塩害を受けたＲＣ桁、ＰＣ桁およびＰＣ橋の載荷試験およびＦＥＭ解析を通し
て得られた知見は以下のようにまとめられる。

１．塩害を受けたコンクリート桁の耐荷性能は、内部鋼材の腐食状態を
定量的に評価できれば、現在の数値解析技術で精度よく評価する
ことが可能である。

２．ＰＣ橋（ＰＣ桁）では、残存プレストレス量の評価も重要である。外的
に負荷された荷重状態でも部材断面が弾性状態にある場合には、
負荷時の変位・変形に及ぼすＰＣ鋼材腐食の影響は小さく、変位・
変形の計測結果から腐食状態を推定することは難しい。
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ご清聴ありがとうございました


